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　防災科学技術研究所が実施している傾斜とＧＰＳの観測結果から，東海地域で進行しているスロー

スリップが２００４年の３月頃から鈍化しているとの推察結果を前報１）で報告した．その後データ

が蓄積されたことにより変化の様子が明らかになってきたので，最近の観測結果について報告する．

なお，ＧＰＳについては本会報内で別途報告されているので，ここでは傾斜のみを扱う．

　第１図に傾斜観測点の位置を示す．ＭＫＢは１９８１年より観測を行っており，ＭＲＩは１９９９

年に整備した観測点である．第２図に両観測点における傾斜記録を示す．期間は，ＭＫＢは１９９４

年の初めから２００５年５月末まで，ＭＲＩは２０００年の初めから２００５年５月末までである．

ＭＫＢの記録からは指数関数を用いて長期的なトレンドを取り除いてある．ＭＲＩの記録に対しては

特別な処理を施していない．前報でも述べたように，ＭＲＩでは図中の矢印で示す時期から変化の傾

向が変わっている．この観測点ではスロースリップに関連した変化の他に，観測機器の設置に伴う種々

の初期ドリフトが重畳している．いずれも年単位のゆっくりした変化であるため，前報では矢印で示

した時期からの変化がそれ以前に比べて減少したのか、増大したのかははっきりできない，と述べて

きた．しかし，矢印からの変化は２００５年の５月末までほぼ一定の割合で続いている．現時点でも

量的な扱いは困難ではあるが，この時期から相対的に南上がりの変化が生じていることがはっきりし

てきた．ＭＫＢにおいては降水の影響が生じており，また変化量が比較的小さいために明瞭ではない

が，ＭＲＩとほぼ同じ時期からこれまでの東上がりの割合が減少しているとの推察を行ってきた．今

回，降水の少ない冬の時期を過ぎたが，これまでの推察どおりＭＫＢにおいては傾斜量が減少してお

り，一定の割合を保ったままこの変化が５月末まで続いていることが明らかになった．

　前回の報告から６ヶ月が経過し，その間のデータが蓄積された結果，２００４年の初め頃から，Ｍ

ＫＢにおいてはそれ以前から生じている東上がりの傾斜変化が減少し，またＭＲＩにおいては同じ頃

から南上がりの変化が生じていることがはっきりしてきた．このような傾斜変化はスロースリップに

より生じる地盤の上下変動に対応するが，ＭＫＢ及びＭＲＩにおける変化は，前報で推察したような

スロースリップの鈍化によるものではなく，浜名湖の東側付近で生じていたスロースリップが更に東

側へシフトしたこと，或いは東側だけでなく浜名湖の西側にも広がったことが原因として考えられる．

傾斜観測結果からはどちらが生じたかを特定できないが，国土地理院によるＧＰＳの観測結果２）は，

後者が生じたことを示している．傾斜観測結果では，このような傾向が２００５年５月現在も続いて

いると推察される．

（山本英二・大久保正・中島裕介）
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第１図　観測点位置図（ＭＫＢ，ＭＲＩ）．
Fig.1　Location map of tilt stations (MKB, MRI).

第２図　ＭＫＢ及びＭＲＩにおける傾斜記録（２００５年５月３１日まで）．
Fig.2　Tilt records at MKB and MRI..
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